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Ⅰ. 2021年３月期 第２四半期決算の概況
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上半期の事業環境について

市場
環境

・政府建設投資は、堅調に推移。
・民間設備投資は、企業収益の減少や景気の不透明感により減少。
・海外では、厳しい経済活動の制限が発生。

国内

・４月に日本国政府による新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言発令。
・４/２４から５/６まで全ての事業所（作業所含む）を原則閉所の措置を実施。
・宣言解除以降は、各作業所において３密回避などの感染防止対策を徹底し、
感染による工事中断は生じず。

・一部の資機材で納期の遅延が発生したものの、第１四半期中には解消され、
工程上大きな影響を及ぼした工事は無い。

・概ね順調に工事進捗。

海外
・ロックダウンや外出禁止、行動制限等により多くの工事中断が発生。
・現時点において、引き続き中断している工事は１件。
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（億円） 期末実績２Ｑ実績（営業利益） （営業利益率） 期末実績２Ｑ実績

個別受注高 ８６２億円
（前年同期比 ▲62.0%）

（通期予想に対する進捗率 25.7%）

決算の概況

連結営業利益 １３８億円

（億円）

連結売上高 １,８１０億円
（前年同期比 ＋2.7%）

■国内工事が順調に進捗し、完成工事高が増加

■ 発注時期の延期等の新型コロナウイルス感染症の影響
■ 前年同期の大型工事受注の反動減

期末実績２Ｑ実績

連結営業利益率 7.7 ％
（連結営業利益 前年同期比 ＋17.2%）
（連結営業利益率 前年同期比 ＋0.9Ｐ）

（億円） 期末実績２Ｑ実績

1,8801,880

■国内工事の採算性向上に伴い完成工事総利益が増加
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【連結】経営成績

予想
（8月公表）

実績
前年同期比 予想比

差異 差異

売上高 １，７６２ １，７８０ １，８１０ ＋２．７％ ＋１．７％

売上総利益 ２３３ ２１０ ２４１ ＋３．７％ ＋１５．１％

（売上総利益率） （１３．２％） （１１．８％） （１３．４％） （＋０．１Ｐ） （＋１．６Ｐ）

販売費及び一般管理費 １１４ １０５ １０３ △１０．２％ △１．８％

営業利益 １１８ １０５ １３８ ＋１７．２％ ＋３２．０％

（営業利益率） （６．７％） （５．９％） （７．７％） （＋０．９Ｐ） （＋１．８Ｐ）

経常利益 １１４ ９０ １２６ ＋１０．３％ ＋４０．６％

７６ ６０ ８５ ＋１１．５％ ＋４２．６％

(単位：億円、単位未満切捨) 

実績

2021年３月期
第２四半期累計期間

2020年３月期
第２四半期累計期間

親会社株主に帰属する
四半期純利益



5

【連結】貸借対照表

前第２四半期末
2019年９月30日

前期末
2020年３月31日

①

当第２四半期末
2020年９月30日

②

増減

②－①

流動資産 ２，９７４ ２，７７５ ２，６２９ △１４５

固定資産 ６２８ ６２１ ６４３ ＋２１

資産合計 ３，６０２ ３，３９７ ３，２７２ △１２４

流動負債 １，９６４ １，７９３ 1，５９６ △１９７

固定負債 ２５８ ２３４ ２４７ ＋１２

負債合計 ２，２２２ ２，０２８ 1，８４４ △１８４

純資産 １，３７９ １，３６９ 1，４２８ ５９

３，６０２ ３，３９７ ３，２７２ △１２４

３０１ ２７１ ２７９ ＋８

０．２２ ０．２０ ０．２０ △０．０Ｐ

３８．１ ４０．０ ４３．４ ３．４Ｐ

・利益剰余金の増加
（＋５６）

・その他 （＋３）

※ Ｄ/Ｅレシオ：有利子負債／自己資本（純資産－新株予約権－非支配株主持分） (単位：億円、単位未満切捨) 

・現金預金の増加
（＋２８）

・受取手形・完成工事
未収入金等の減少

（△１８）
・有価証券の減少

（△１４０）
・その他 （＋６）

・支払手形・工事未払金
等の減少 （△１５８）

・未成工事受入金の増加
（＋１１）

・その他流動負債の減少
（△３５）

・長期借入金の増加
（＋１５）

・その他 （△１７）
負債・純資産合計

有利子負債（億円）

Ｄ／Ｅレシオ※（倍）

自己資本比率（％）
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Ⅱ. 2021年３月期 第２四半期個別決算の詳細
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【個別】完成工事高・完成工事総利益

予想
（8月公表）

実績
前年同期比 予想比

差異 差異

完成工事高 １６１，６６３ １６３，５００ １６８，８３２ ＋４．４％ ＋３．３％

土木工事 ５５，９４３ ６３，５００ ６６，５８３ ＋１９．０％ ＋４．９％

建築工事 １０５，７１９ １００，０００ １０２，２４９ △３．３％ ＋２．２％

完成工事総利益 ２１，３０９ １９，４００ ２２，６４７ ＋６．３％ ＋１６．７％

（完成工事総利益率） （１３．２％） （１１．９％） （１３．４％） （＋０．２Ｐ） （＋１．５Ｐ）

土木工事 １１，５８６ １０，３００ １２，０１４ ＋３．７％ ＋１６．６％

（２０．７％） （１６．２％） （１８．０％） （△２．７Ｐ） （＋１．８Ｐ）

建築工事 ９，７２３ ９，１００ １０，６３３ ＋９．４％ ＋１６．９％

（９．２％） （９．１％） （１０．４％） （＋１．２Ｐ） （＋１．３Ｐ）

(単位：百万円、単位未満切捨) 

実績

2021年３月期
第２四半期累計期間

2020年３月期
第２四半期累計期間
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【個別】受注高

予想
（8月公表）

実績
前年同期比 予想比

差異 差異

受 注 高 ２２６，８６６ １２０，０００ ８６，２００ △６２．０％ △２８．２％

土木工事 １１５，６６１ ４０，０００ ３０，１１１ △７４．０％ △２４．７％

国 内 ９９，３８６ ３８，０００ ２９，６７７ △７０．１％ △２１．９％

海 外 １６，２７４ ２，０００ ４３４ △９７．３％ △７８．３％

建築工事 １１１，２０５ ８０，０００ ５６，０８９ △４９．６％ △２９．９％

国 内 １０２，４５４ ７６，０００ ５５，３３３ △４６．０％ △２７．２％

海 外 ８，７５１ ４，０００ ７５６ △９１．４％ △８１．１％

(単位：百万円、単位未満切捨) 

実績

2021年３月期
第２四半期累計期間

2020年３月期
第２四半期累計期間
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【個別】繰越高

繰 越 高 ５８３，０８８ ４６３，８６８ △２０．４％ ５４６，６９８

土木工事 ３５４，４６６ ３２７，５９４ △７．６％ ３６４，１１９

国 内 ３２６，４５３ ３０６，１５３ △６．２％ ３３９，５１２

海 外 ２８，０１２ ２１，４４０ △２３．５％ ２４，６０７

建築工事 ２２８，６２１ １３６，２７３ △４０．４％ １８２，５７８

国 内 ２１５，３６９ １３０，６５９ △３９．３％ １７１，４８９

海 外 １３，２５２ ５，６１３ △５７．６％ １１，０８９

(単位：百万円、単位未満切捨) 

前第２四半期末
2019年９月30日

当第２四半期末
2020年９月30日

前期末
2020年３月31日

増減



10

Ⅲ. 2021年３月期通期の業績見通し
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通期の事業環境に対する当社認識

国 内

海 外

完
工
・
利
益

手持工事を安全かつ着実に施工していくことで、完工高と利益を確保。
・ 各作業所での３密回避など感染防止対策を徹底することで、国内工事は
上半期同様に進捗するものと予測。

・ 海外工事は、ロックダウンや移動制限等により、再中断・遅延が発生する
可能性が残る。

・ 手持工事は受注時での採算を確保しており、労務費や資機材価格も安定。

受
注
環
境

官庁工事は堅調な推移が見込めるが、民間工事は、景気後退による
民間建築需要の縮小により、受注競争の厳しさが増す。
・ 土木は、施工体制を勘案しつつ、総合評価や大型インフラ案件での受注を
見込む。

・ 建築は、下半期の予定案件が多く、上半期に計画延期となった案件も
期末までに出件が見込まれる。Eコマース拡大に伴う物流施設への
取り組み強化。

・ 海外工事は、今後の出件動向が見通せない。

ただし、新型コロナウイルス感染者はいまだに世界中で増加し、収束の目途は
たっておらず、国内でも再拡大が懸念され、先行き不透明感は依然変わらない。
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【連結】通期業績予想

実績
通期予想
（8月公表）

上半期
進捗率

対前期比

売上高 ３７８，１３５ ３６５，０００ ４９．６％ △３．５％

売上総利益 ４７，２１６ ４４，１００ ５４．８％ △６．６％

（売上総利益率） （１２．５％） （１２．１％） （ － ） （△０．４Ｐ）

販売費及び一般管理費 ２２，５１７ ２０，５００ ５０．３％ △９．０％

営業利益 ２４，６９９ ２３，６００ ５８．７％ △４．５％

（営業利益率） （６．５％） （６．５％） （ － ） （△０．１Ｐ）

経常利益 ２３，９８３ ２１，９００ ５７．８％ △８．７％

１６，８０３ １４，８００ ５７．８％ △１１．９％

(単位：百万円、単位未満切捨) 

2021年３月期2020年３月期

親会社株主に帰属する

当期純利益
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【個別】受注高予想（通期）

実績
通期予想
（8月公表）

上半期
進捗率

対前期比

受 注 高 ３８０，２８１ ３３５，０００ ２５．７％ △１１．９％

土木工事 １９３，５７５ １２０，０００ ２５．１％ △３８．０％

国 内 １７５，７２７ １１４，０００ ２６．０％ △３５．１％

海 外 １７，８４７ ６，０００ ７．２％ △６６．４％

建築工事 １８６，７０６ ２１５，０００ ２６．１％ ＋１５．２％

国 内 １７２，２９３ ２１０，０００ ２６．３％ ＋２１．９％

海 外 １４，４１２ ５，０００ １５．１％ △６５．３％

2020年
3月期

2021年３月期

2Q（実績）

（百万円）

（百万円）

個別土木工事受注高の推移

個別建築工事受注高の推移

（百万円） 個別受注高・繰越高の推移

2020年3月期
4Q（実績） 2Q（実績） 4Q（予想）

2021年3月期

2Q（実績）
2020年3月期

4Q（実績） 2Q（実績） 4Q（予想）
2021年3月期

(単位：百万円、単位未満切捨) 

115,661 193,575 
30,111 

120,000 
111,205 

186,706 56,089 215,000 

583,088 546,698 
463,868 
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4Ｑ（予想）2Q（実績）
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実績
通期予想
（8月公表）

上半期
進捗率

対前期比

完成工事高 ３５１，５２７ ３３５，０００ ５０．４％ △４．７％

土木工事 １２４，３１４ １３５，０００ ４９．３％ ＋８．６％

建築工事 ２２７，２１３ ２００，０００ ５１．１％ △１２．０％

完成工事総利益 ４３，１７４ ４０，３００ ５６．２％ △６．７％

（完成工事総利益率） （１２．３％） （１２．０％） （ － ） （△０．３Ｐ）

土木工事 ２１，９６０ ２１，９００ ５４．９％ △０．３％

（１７．７％） （１６．２％） （ － ） （△１．４Ｐ）

建築工事 ２１，２１４ １８，４００ ５７．８％ △１３．３％

（９．３％） （９．２％） （ － ） （△０．１Ｐ）

【個別】完成工事高・完成工事総利益予想（通期）

(単位：百万円、単位未満切捨) 

2021年３月期2020年３月期
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35 年間配当金

配当性向

配当および自己株式取得の状況

１．年間配当金

中間配当 期末配当 合計

２０２０年３月期
（実績） １５ 円 １５ 円 ３０ 円

２０21年３月期
（予定） １５ 円 １５ 円 ３０ 円

（円）

2018/３期
実績

2019/３期
実績

2020/３期
実績

2021/３期
（予定）

年間配当金・配当性向（総還元性向）

2017/３期
実績

（実績）

２．自己株式取得 (2020年11月10日取締役会決議)

・取得期間 2020年11月16日～2021年11月15日

・取得し得る株数 （上限） １，８００万株

・取得価額の総額 （上限） １００億円

総還元性向 ・64.9％

（2023年3月期）

2023年3月期

中期経営計画最終期

総還元性向 目標数値 ５０％以上
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Ⅳ.中期経営計画（2021.3期～2023.3期）進捗状況



.

ChapterⅡ

《Spread》

2024.3期
－

2027.3期

ChapterⅢ

《Establish》

2028.3期
－

2031.3期再生可能エネルギー事業への参画
ZEB・次世代エネルギーマネジメントシステム等の技術開発・実証と展開

ChapterⅠ《Branding》 2021.3期 - 2023.3期

事業活動の脱炭素化(SBT/RE100の推進)環境
価値の創造

幸福感の実現(働き方や成果に応じた処遇、健康経営推進、ダイバーシティ)
働き方改革、多様な働き方の実現

従業員
価値の創造

技術開発/ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ/提案力強化で安全・高品質・高生産性・低コストの実現
LCサポート事業の強化でお客様に長く寄り添い、多様なニーズに即応

お客様
価値の創造

安定した収益の確保(年度の受注増減に影響を受けにくい事業構造への変革)
創出利益の株主還元(配当他)と成長投資による企業価値向上

株主
価値の創造

人財育成・確保（人財育成制度の拡充）

〇 生産性向上､低コスト/短工期等の実現に向けた各種技術開発を推進中
(山岳ﾄﾝﾈﾙ統合型掘削管理ｼｽﾃﾑ開発、自律走行式ひび割れ検査ﾛﾎﾞｯﾄ開発 等)

○ コスト競争力向上を目的とした新ＰＣ工場の取得と増強
〇 LCS事業本部を設立（維持管理、リニューアル等のサポート体制確立）

〇 第2四半期は計画を上回る売上・利益を達成
〇 中間配当15円、期末配当15円、計 年間配当 30円
〇 自己株取得を計画（今後1年間で100億円）
○ 現時点で見込む３年間の成長投資額 200～300億円

〇 国内外の再エネ事業参画を計画中
〇 SBT/RE100の推進中
〇 技術研究所にて →次世代エネルギープロジェクトの実証開始

→ZEB実証スペースを整備・運用開始

○ 社員の幸福感実現に向けた各種施策を推進中
〇 健康経営への取組を推進
〇 週休二日の2021年度末までの定着に向けて施策継続中
〇 テレワークの推進やWEB会議のフル活用などの浸透

進
捗
状
況

進
捗
状
況

進
捗
状
況

進
捗
状
況

中期経営計画の進捗状況
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エネルギー

事業

不動産事業、

インフラ運営事業等

パートナー戦

略投資

イノベーション投資、

技術開発投資、

設備投資、

人財投資

総投資額
1,000億円以上
（10年間）

「ＶＩＳＩＯＮ２０３０」成長投資

【中期経営計画期間（2021.3期～2023.3期）の投資計画】

３年間の投資総額（200～300億円）

【２０２０年上半期の投資案件】

技術研究開発、新ＰＣ工場（静岡）、収益物件（都内ビジネスホテル）

中期経営計画の進捗状況（投資計画）

分野 金額 対象

エネルギー事業
５０
億円
程度

・再生可能エネルギー事業（国内＆海外）
・エネルギーサービスプロバイダ事業（ＥＳＰ事業）

不動産事業、
インフラ運営事業等

５０
億円
程度

・保有資産（支店ビル）の
ファシリティーマネジメント 事業

・収益物件の取得

パートナー戦略投資
５０
億円
程度

・海外事業パートナーとのアライアンス
・スタートアップ企業との協業

イノベーション投資、
技術開発投資等

１００
億円
程度

・技術開発投資（生産性向上、低コスト、短工期等）
・技術研究所の設備投資
・ＰＣ工場の増設（３棟目）
・ベンチャーキャピタル投資（ＶＣ投資）
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［参考］主な受注工事（上半期）

日 本 中 央 競 馬 会

美浦トレーニング・センター坂路馬場改造及び南Eコース新設工事

発 注 者
工事場所

発 注 者
工事場所

土 木

建 築

東 京 都

早稲田中学校・高等学校 3号館・興風館建替工事

茨 城 県

：

：

：

：

学校法人早稲田高等学校
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［参考］主な完成工事（上半期）

国土交通省 九州地方整備局

熊本57号災害復旧 二重峠トンネル（阿蘇工区）工事

発 注 者
工事場所

発 注 者
工事場所

土 木

建 築

静 岡 県

DPL新富士Ⅱ新築工事

熊 本 県

：

：

：

：

新富士開発特定目的会社
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［参考］次世代エネルギープロジェクト・ZEB等の技術開発・実証と展開

安藤ハザマ 千葉工場（千葉県千葉市）大型土木工事現場（東京都内）
（東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ管内）

床衝撃音実験棟

風洞・サービス棟
創造実証棟

構造・振動棟

コンクリート・建設機械棟

音響・電波棟

地盤・
化学・
生物棟

電気

電気

電気
電気

電気

熱

・水素混合・切替可能燃料電池
・水素混焼可能ガスエンジン発電設備
・大容量ナトリウム硫黄（NAS）電池

次世代型省CO2
ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾗﾝﾄ

本館棟（ZEB改修）

・排熱利用先②（空調機）
→ 吸着式冷凍機、放射空調、デシカント空調
・排熱利用先③（厨房給湯）

・外皮高断熱、窓複層化
・全熱交換器CO2制御
・センサー連動DALI制御LED照明
・IoT制御システム
・コミッショニング（性能検証）

研修宿泊棟（TTCつくば）
・排熱利用先①（浴槽給湯）

広域電力グリッド

東京都

茨城県

安藤ハザマ 技術研究所
（茨城県つくば市）

千葉県

安藤ハザマ
技術研究所

自己託送
埼玉県

群馬県

電気

・需要予測・発電管理システム

自己託送

電気

自己託送
電気

熱

1



22

本資料はIRのためのスライド集であり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを

目的としたものではありません。

本資料は株式会社 安藤・間の事業および業界動向についての株式会社 安藤・間による

現在の予定、推定、見込みまたは予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

これらの将来の展望に関する表明は、様々なリスクや不確実性を含んでおります。
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